
（１）学力の概要と要因の分析
　教科によって多少の差はあるが、どの学年も市の平
均よりも高い学力を身につけることができている。基
礎・基本の学習の積み重ねや、重点研究を通した思
考力の向上が成果を得ていると考えられる。

（２）経年変化の状況と要因の分析（学習・生活意識
調査も含めて分析）
　昨年度に比べて数値が高まっている学年が多く、学
力が着実に高まっていると考えられる。一方で学習意
識が全体的に低い。学力は伸びているが、何のため
の学習か、どんな力が付いているかなどの理解は課
題がある。理科や社会の数値が高く表れていることも
あり、教科担任制が効果を発揮していると考えられ
る。
　生活意識もほぼ横ばいで、学力に比べれば低い様
子が見られる。また、学年によってもばらつきがある。
家庭の状況も様々であることが考えられる。

　児童、教職員、保護者、地域住民など、そこに関わるすべての人々が、共に学び合い
高め合う学校を目指す。

１）体育・健康に関する実態
　・市の平均に比べ、朝食の摂取率が高く、毎日食べ
ていない児童はほとんどいない。市の傾向と同様に、
高学年になるに連れて、毎日食べる子どもがやや
減っている。
・地域に外遊びができる空間は限られている。
・保健室の利用状況（傷病の状況）は、走る必要のな
い場所で走って転ぶ児童が増えている。また、中には
手がつけず、大きなけがになる児童がいる。
・中休みのボール遊びができるようになり、ドッジボー
ルをして遊ぶ児童が多く見られる。

（２）体力の概要と要因の分析
・新体力テストの結果から、50ｍ走や上体起こし、長
座体前屈は全国平均や市平均を下回ることが多い。
・立ち幅跳び、20mシャトルランは市の平均を大きく上
回っている学年が多い。
・市の平均と比較したときに、種目によって高低にば
らつきがあり、平均的に高い、低いというよりも限られ
た体力に特化した児童が多いと考えられる。日常的
な運動習慣というよりは、習い事等の専門的な運動
の経験に影響されていると考えられる。

　児童の運動委員会、保健委員会と連携しながら、児童が日常的に体を動かす習慣を
身に付けること、体を動かす意義を理解することを学校全体に広げる。
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【１年】「読む」・「書く」・「話す」・「計算」などの学習を通して、基礎基本の徹底を図る。また、友達との楽しい関わり
を通じて、相手に興味を持つ活動を取り入れていくようにする。
【２年】ペア学習を効果的に取り入れ、相手の考えを知ったり興味を持ったりして、自分の思いや考えを広げられる
ようにする。
【３年】互いの良いところを見つける活動を工夫しながらたくさん取り入れる。見つけた良いところから自分の考えを
見直したり、取り入れたりする時間を様々な教科で設定していく。
【４年】友達の話を聞くことを大切にし、ただ言葉を聞き取るだけでなく、聞く目的を明確にしながら話の内容を予想
したり他の意見と比べたりできる場面を設定していく。
【５年】人々とかかわりながら学ぶ楽しさを味わい、自分の力を伸ばしたり、生かしたりする。
【６年】何のために学習しているか、活動しているかを理解できるようにし、相手意識をもって発信したり聴いたりす
る力を育てる。
【個別支援学級】〇基本的な生活習慣を身につける。
○個別の教育支援計画・個別の指導計画に基づき、発達段階に応じた適切なコミュニケーション手段を積極的に
活用する場を設けるようにする。
○教科・領域を通して、話の聞き方について指導するとともに、基本的な話型や文型を示し、表現する場面を計画
的に設ける。

上
半
期

《体育科・保健体育科での取組》
・体育科・保健体育科では、重点研究を通して、自分から運動に主体的に取り組めるよう、運動
の楽しさが伝わるようにしていく。
・自己の運動能力や体力に関心がもてるような授業を実践する。

《他教科での取組》
・家庭科では、食教育との関連を図り、自分の正しい食生活のあり方を考えられるようにする。

・運動会では、体育科・保健体育科で培った資質能力をさらに発展させ、力を最大限発揮できる
ような取り組みをめざす。
・運動委員会の活動を、体力向上という視点をもって計画する。
・学校保健委員会を通して体力について考えることで、自己の体力や生活習慣に向き合う機会
を作る。
・横浜DeNAベイスターズや横浜ＦＣと連携して、運動に親しむ取り組みを進めていく。

今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況
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学力向上アクションプラン 健やかな体の育成プラン

今年度の目標

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

生きてはたらく知
授業力の3要素「児童の実態把握力」「教材研究及び開発力」「教育技術力」を向上させ、魅力ある授業・分かる
授業を実践する。３年生以上の一部教科分担制や中学年の算数における少人数習熟度別指導を活用して、基
礎・基本の定着を基盤とした「進んで学び、学びを深め、学びを活かす子ども」の育成に励む。

健やかな体
新体力テストや生活意識調査の分析結果から、児童の実態と課題を再認識し、体育・健康プランに基づく取組を
組織的に進める。授業・休み時間等で、運動することの習慣化を図り、学校保健委員会と絡めながら具体的な方
法や運動することよさを捉えさせながら児童の体力向上を促したい。併せて食育も充実させる。

担当 学力形成部会 担当 体育・食育部会

学力向上に関わる本校の状況

「自分の思いや願いを実現しようとする子」
〇学力を獲得した知識のみの枠に留めるのではなく、自ら学ぶための意欲と能力を加味した指導を実践します。（知）
〇自分自身を知り、個性を認め合い、考えを尊重し合い、互いに共存していこうとする態度を育てます。（徳）
〇多様な動機付けのもと、食育と体育の両輪による健全な身体の育成と体力向上を目指します。（体）
〇発達段階に応じた探究・創造などの体験活動を重視し、「自分たちがつくる社会」について考える姿勢を育てます。（公）
〇コミュニケーションを通して人と関わりつながっていくために、自分から挨拶する態度を育てます。（開）

　生活意識に関する調査結果からは、生活の軸線が
家庭内に偏り、地域とのつながりが希薄になっている
様子が伺える。学校が両者をつなぐ役割を果たすと
共に、家族や友だち以外の他者との関わりを増やし
ていくことで、より多角的に自分自身を客観視する視
点を育むことが求められている。

　自分自身を客観的に見る視点を持たせ、個性を認め合い、考えを尊重し合い、互いに
共存していこうとする態度を育む。

目標を実現するための具体的行動プラン
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・全学級の道徳の授業を家庭・地域に年１回以上公開する。（社会情勢により変更有）
・系統的に道徳的価値に触れられるように、実態に合わせたカリキュラムづくりを検討していく。
・多面的・多角的な見方へ広げられる授業を展開する。
・家庭や地域での様子（あいさつ等）について、アンケートで子どもの実態把握を行い、道徳の時
間に生かす。
　・｢たてわり｣｢児童会｣｢クラブ｣活動などの異年齢集団活動を、より自主的、意欲的に行うことが
できるようにする。
・学校生活をよりよくするための｢係活動｣や｢当番活動｣に自主的に取り組むことができるよう
に、自分たちで計画を立て運営できる力を育成する。
・小学校での学びを見通したうえで活動のねらいを設定し、校外の豊かな自然や文化に触れる｢
集団体験｣を充実させる。

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

＜問題発見・解決能力＞
＜言語能力＞

＜自分づくりに関する力＞
＜聴く力＞

具体化した資質・能力

〇基本的な生活習慣をつくる態度　○主体性・積極性
○他者を理解する態度・自己を理解する姿勢　○自分らしさを発揮しようとする姿勢
○学校生活へ参画する姿勢　○つながりを考え、合意形成する姿勢
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中期取組目標
児童、教職員、保護者、地域住民など、そこに関わるすべての人々が、共に学び合い高め合う学校を目指します。
〇子どもたちが自分の好きなこと、本当にやりたいことを見つけ、自分たちの力で解決していくための、学びの場や時間を保証します。（解
決）
〇子どもたちが生命・健康・個性を大切にし、自分らしさを発揮できるようにします。（個性）
〇子どもたちが互いのよさや、可能性を認め合えるようにします。（共生）

豊かな心
「だれもが、安心して、豊かに」生活できる学校をめざし、相手意識をもって他者の立場を考えたり行動したりする
ことを十分に価値付ける。「特別の教科　道徳」、人権教室、横浜プログラムを介して自分の考えを発信する力や
他者の考えに共感する態度を育む。また、児童が自ら進んであいさつができるように働きかけ、その気持ちよさが
分かるようにする担当 児童指導部会

学校教育目標 豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

横浜市立 桜台小学校 令和５年度 豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組


